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　近年の Webにおけるさまざまな活動の中で，特に注
目されているのが「Weblog（ウェブログ）」である．1998

年頃から登場した Weblogサイトは，すでに全世界で
1千万に近い数に達しているといわれており，現在も爆
発的に増加している．いまや各プロバイダやポータルサ
イトでは顧客サービスの一環として Weblogのホスティ
ングサービスを提供することが当たり前のものとなっ
た．これに伴う関連サービスも数多い．Weblogは既存の
マスメディアやジャーナリズムにも大きな影響を与えて
おり，Weblog上での議論が世論に反映するような事例も
出始めている．このように，Weblogは社会システムとし
て定着しつつあると思われる．
　その一方で，Weblogサイトは一見してそれと判別でき
るような特殊な形態をしているわけではない．図 -1に
示すように，従来と同様の HTMLファイルがハイパーリ
ンクによって接続されたものである．このため，Weblog

は新たな名称をつけることによって作為的に起こされた
一過性の流行現象でしかないと懐疑的にみる向きも多
い．しかしながら，Weblogの普及に際して，コンテンツ
の記述システムや情報収集の手法など，HTMLファイル
を公開するまでのプロセスを支援する技術が飛躍的に進
歩している．そして，これらの技術が Webのアーキテク
チャを変えつつある．
　本稿では Weblogをめぐる技術に着目し，これらの解
説を中心として，今後の Webの発展の可能性について述
べる．まず Weblogの定義から最近の傾向といった Weblog

に関するさまざまな事情について概観する．その上で

Weblogにとって重要である Weblogツールについて説明
する．さらに Weblogツールの技術的基盤であるメタデー
タやその利用について説明する．その後にセマンティッ
ク Webと Weblogの関係について述べ，最後にまとめと
今後の展望について述べる．

Weblog とは何か

　Weblogとは何であるかを一言で説明することは難し
い．そこで，本章では発展の経緯や最近の傾向など，さ

 図 -1　Weblog サイトの例

　　　　　

Weblog の現在と展望
　－セマンティックWebおよび
　　ソーシャルネットワーキングの基盤として－

 国立情報学研究所 総合研究大学院大学

 武田 英明 大向 一輝
 takeda@nii.ac.jp i2k@grad.nii.ac.jp

解　説



IPSJ Magazine  Vol.45 No.6  June  2004 587

まざまな視点から Weblogを概説することにする．

■Weblog の定義

　Weblogは Web+logからきた造語である．「blog（ブログ・
ブロッグ）」と呼ばれることも多い．現在では，「blogging」
のような動詞的表現や，「blogger」といった人を表す言
葉も派生している．
　Weblogという言葉が定着し，広範なユーザを集めるよ
うになったのは，専用のツールが開発されて簡便にサ
イトを公開できるようになった 1998年ごろからである．
アメリカで Weblogがまず注目されはじめたのは，新し
いジャーナリズムとしての側面であったといわれてい
る．Weblogはマスメディアの制約にとらわれずジャーナ
リストが自ら意見表明を行うことのできる場であった．
その後，9.11の同時多発テロ後に一般市民が Weblogを通
じて意見の交換，議論を行うようになり，そのことが
Weblogの認知度を急速に上げた．今日，Weblogはこのよ
うな草の根ジャーナリズムのようなコンテンツから，い
わゆる日記にいたるまで，さまざまなコンテンツを提供
するための基盤となっている．
　Weblogの大まかな歴史については以上の通りである
が，いざ Weblogそのものを定義するとなると難しい．
詳細な定義については諸説あり，絶えず論争が繰り広げ
られている．各論において文化的，内容的，および操作
的定義が乱立し，一般的に適用できるものは少ない．
　語源に遡ると，Weblogとは書き手である個人が Webを
巡回し，その中で見つけたコンテンツを紹介したサイト
であるということができる．最も広義のWeblogとは「日々
更新される短いコンテンツの集積」であるとされている．
　ただし，この定義に基づくと，1998年以前に作られた
サイトも多数該当する．数ある論争の中には「世界初の
Weblogサイトは何か」というものがあり，究極の答とし
て Tim Berners-Leeによる世界初のWebサイトである「What's 

New」が挙げられることもある．
　比較的多くの人々に受け入れられている定義の例とし
て，Rebecca Bloodによる著書「Weblog Handbook」1）での説
明を紹介する．Bloodは Weblogの形態をブログ，ノート，
フィルタに分類したうえで，
ブログ：個人的な内容のマイクロコンテンツ（体系化
されていない短いコンテンツ）が頻繁に更新されるサ
イト
ノート：ブログよりも長く，より推敲がなされたコン
テンツが更新されるサイト
フィルタ：特定の分野のニュースを取り上げ，コメン
トを付加する形態のサイト

と定義している．
　また，Paquetは Weblogを Personal Knowledge Publishingの
一形態であると捉えたうえで，これらの特徴として以下
の 5つを挙げている 2）．
（1）個人を編集主体とする（Personal editorship）
　基本的には 1人の個人が編集主体となってサイトを管
理し，文書を記述する．したがって記述される情報には
一定の個性が反映される．
（2）ハイパーリンクによる接続構造（Hyperlinked post 

structure）
　1つの文書（エントリと呼ぶ）は短い記事からなり，
参照する他のサイトの文書へのリンクを含む．また，
Weblogサイトに含まれる各エントリは，Permalinkと呼ば
れる永続的な URIを持つ．
（3）頻繁な更新と時系列表示（Frequent updates, displayed in 

reverse chronological order）
　エントリは継続的かつ頻繁に記述され，公開される．
新しいエントリは Weblogのメインページの最上部に掲
げられ，あとは公開された順番に時系列で並べられる．
（4）コンテンツへの自由なアクセス（Free, public access to 

the content）
　課金などの制限なしに，誰でも自由に Webを通じてコ
ンテンツにアクセスできる．
（5）アーカイブ形式（Archival）
　古くなった記事も削除されることなく蓄積され，
Permalinkによっていつでもアクセスできる．
　これらは定義と呼ぶよりも，むしろ現状の Weblogサ
イト，とくに後述する Weblogツールを用いて構築され
たサイトの特性を示したものであるといえる．
　現在の Weblogの普及において Weblogツールはなくて
はならない存在である．これらのツールが書き手の時間
的・心理的コストを下げ，コミュニケーションの形態を
変え，結果として先に述べたような数の Weblogサイト
を生み出したといってよい．

■Weblog をめぐる最近の動向

　すでに，Weblogサイトの数が増加するに従い，多くの
関連サービスが登場している．対象を Weblogサイトに
限定した検索エンジンや，引用関係を分析して最新のト
ピックを提示するもの，Googleや Amazon.comの Webサー
ビスと連携するものなどが挙げられる．
　さまざまな分野で大きなインパクトを与えつつある
Weblogであるが，その技術によってこれまでには想定さ
れていなかったような事態も起こりつつある．既存の検
索エンジンの精度の低下は大きな問題の 1つである．多
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くのWeblogツールは静的な HTMLページを多数生成する．
しかも，これらのページは互いに密なリンク構造を有し
ており，代表的な検索エンジンが持つスコアリングアル
ゴリズムで高く評価される傾向がある．その結果，検索
結果の上位に Weblogサイトが並び，それらのサイトに
有益な情報が存在しないといった事態が起こり得る．こ
のように，Weblogによって書くことのコストが劇的に低
下したために，膨大な HTMLファイルが Web上に流通し，
すでに「情報過多」と呼ばれている現状をさらに悪化さ
せるのではないかという懸念も見られる．
　近年では，Weblogを対象とした学術的研究も始まって
いる．Weblogは Webの延長線上にあるものの，よりいっ
そう人間のコミュニケーションに密着したものである
ため，計算機上のデータとして分析・利用する計算機科
学的アプローチだけでなく，Weblogの内容面に着目した
社会学的あるいは心理学的なアプローチもよく採られて
いる．前者の研究としては，Weblogによって構成される
空間（Blogspace）が持つ性質を Webグラフの分析手法な
どを用いて分析した研究 3）や，Weblogにおけるトピッ
クスの伝播を抽出する研究 4），Blogに適したランキング
アルゴリズムの研究 5）などがある．後者には，Weblog

作者に対するインタビューに基づく Weblogの分析 6），7）

や，内容分析（content analysis）による Weblogの分析 8），
社会での影響力の分析 9）などがある．なお，WWW2004

（http://www2004.org/）では Weblogに関するワークショップ
が開催されている 10）．

■日本におけるWeblog の位置づけ

　日本では，Webの黎明期からいわゆる「Web日記」を
公開していた個人サイトが多く，Webコンテンツの 1つ
のジャンルとして定着している．Web日記は，その初
期には手作業で HTMLページを更新・公開していたが，
近年では Hyper NIKKI System（http://www.h14m.org/）や tDiary

（http://www.tdiary.org/）などの日記ツールや，さるさる日記
（http://www.diary.ne.jp/）などのホスティングサービスを利
用することで簡便にコンテンツを公開できるようになっ
ている．個々のツール・サービスの詳細は文献 11）な
どにまとめられている． 
　あとに述べるように，ツールのレベルにおいてさまざ
まな差異はあるものの，Web日記と Weblogは内容面でも
形式面でも本質的な部分において共通であり，あえて区
別する必要はない．ただ，これまでの歴史的経緯から，
アメリカでは Weblogという概念の中に日記的コンテン
ツが含まれるのに対して，日本では日記の拡張として
Weblogが位置づけられるという違いがある．

■人はなぜWeblog/Web 日記を書くのか

　本稿は Weblogに関する技術的解説であるが，個々の
技術以前に，人はなぜ Weblogあるいは Web日記を書き
続けるのかという点について触れておく必要がある．日
記という私的コンテンツが Webで公開されるということ
に違和感を覚える人も多いと思われる．この点について
は，川浦らの一連の心理学的研究（たとえば文献 12），
13））が明らかにしている．表 -1に示すように，日記は
表現内容と指向性によって 4つに分類することができ
る．川浦らは Web日記も同様に 4つの分類に広く分布す
ることを調査によって明らかにしている．
　この表によれば，日記は自分だけのために書くのでは
なく，他者との関係のためにも書かれるものである．逆
にいえば，Web上の日記においては，暗黙的あるいは明
示的に他者とのコミュニケーションが期待されている
と考えられる．Weblogや Web日記が相互にリンクされ，
Weblogコミュニティ・日記コミュニティを形成している
というのも，このような面からみれば自然な成り行きで
あり，Weblogツールがさまざまなコミュニケーションの
仕掛けを用意していることも Weblogにとって付随的な
ものではなく本質的なものであることが分かる．
　なお，Web上の個人の意見の表明の場としては，「2

ちゃんねる（http://www.2ch.net/）」をはじめとする掲示板
も存在している．コミュニケーションの手段として，話
題を中心に複数の書き手が集まる掲示板と，書き手が記
述したコンテンツをすべて 1ヶ所に集める Weblogでは，
その特性の違いによって用途に応じた相互補完の役割を
担っていると思われる．

 表現内容

指向性 事実 心情

自己 「備忘録」 「（狭義の）日記」
 自分のために事実を記録する 自分のために自分の心情など
 もの（例：予定などが書かれ を表現するもの
 た手帳）

関係 「日誌」 「公開日記」
 読者を意識して事実を記録す 読者を意識して自分の心情な
 るもの（例：公開日誌，観察 どを表現するもの（例：日記
 日誌） 文学，交換日記）

 表 -1　日記の分類
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Weblog ツールの概要

　Weblogツールはこれまでに述べた Weblogサイトを容
易に構築することのできるソフトウェアである．Weblog

サイトが登場し始めた 1998年前後から，CGI等を用いて
ブラウザからコンテンツを記述・公開するためのツール
はいくつか存在した．こういったツールは徐々に高機能
化し，2000年から 2001年にかけて BLOGGER（http://www.

blogger.com/）や Movable Type（http://www.movabletype.org/）と
いった代表的な Weblogツールがリリースされるに至り，
このようなシステムを利用したサイト管理が一般化し
た．日本でも，以前から Web日記のためのツールが多数
あり，現在でも多くのユーザが利用している．一方で，
海外産の Weblogツールを導入する際には文字コード等
の問題があったが，有志によって日本語化パッチが提供
され，初期段階での普及の一助を担った．Weblogツール
の多くは，比較的小規模な，かつ個人を対象としたコン
テンツマネジメントシステム（CMS）である．Weblogツー
ルは以下の 3つのタイプに大別することができる．個々
のツールの詳細は文献 14）などにまとめられている． 

・スクリプト型
　ユーザが自分でサーバに設置する CGIスクリプトや
PHPスクリプトである．カスタマイズの自由度が高い．
ツールによっては MySQL等の DBMSが利用できる環境
でなければ動作しないものもある．例：Movable Type，
Blosxom（http://www.blosxom.com/），Nucleus（http://nucleuscms.

org/）など．

・サービス型
　アカウントを登録するだけで利用できる Weblogサー
ビス．非常に多くのサービスがあり，それぞれ特徴が異
なる．例：ココログ（http://www.cocolog-nifty.com/），livedoor 

Blog（http://blog.livedoor.com/），はてなダイアリー（http://

d.hatena.ne.jp/）など．
・クライアント型
　Windowsや MacOS X用のアプリケーションとして提供
されるもの．クライアント側でコンテンツ管理を行い，
HTMLの生成や FTP・WebDAVによるアップロードを自動
的 に 行 う． 例：Radio UserLand（http://radio.userland.com/），
iBlog（http://www.lifl i.com/）など．

　Weblogツールの動作を，代表的なスクリプト型ツール
である Movable Typeを例に取り説明する．図 -1は Movable 

Typeを用いて作成した Weblogサイトの例である．
　ユーザはインターネットブラウザに表示されるフォー
ムにテキストを記述し，保存する（図 -2参照）．
　ユーザが記述したコンテンツ（エントリと呼ぶ）は
Weblogツール内のデータベースにて個別に管理されて
いる．サイトの基本設定（サイト名など）は別に管理
されており，ユーザがサイトの再構築を指示すると，
Weblogツールは各データベースより必要な情報を取得
し，HTMLページを自動的に生成する（図 -3参照）．そ
の際のサイトのデザインは，ひな形となるテンプレー
ト HTMLと CSSスタイルシートによって制御されており，
ユーザは容易にカスタマイズすることができる．また，
Weblogツールは 1つのエントリから単純に 1つの HTML

を生成するだけではなく，最新のエントリの複数個を並
べた indexページや月ごとのアーカイブ，カテゴリごと
のアーカイブなどを同時に生成する．このように，ワン
ソース・マルチユースを実現するシステムアーキテク

 図 -3　Weblog ツールのアーキテクチャ

 図 -2　Movable Type におけるコンテンツ入力画面
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チャとなっている．この特徴は，後述する RSS配信にも
活かされている．
　Weblogツールには豊富なコミュニケーション支援機能
が付加されている．各エントリに対して来訪者がコメン
トを残すことができる掲示板機能はほぼすべての Weblog

ツールに搭載されているほか，来訪者がどのページのリ
ンクを通じてアクセスしたかという Referrer情報を抽出
し，リンクとして表示する機能も一部のツールで用意さ
れている．
　また，Weblogツールに特有のコミュニケーション手段
として「TrackBack（トラックバック）」の存在を挙げるこ
とができる．TrackBackは Weblogサイト間の逆リンクを生
成する機構である．ユーザ Aがユーザ Bのサイトのコン
テンツを引用してエントリを記述した際に，その旨を
XML形式の Pingメッセージとしてサイト Bに通知する
と，サイト Bの Weblogツールはそのメッセージを受け
て Bのエントリから Aのエントリへのリンクを自動生成
する．TrackBackによって，普通に張ることのできる順リ
ンクとは逆方向の，相手から自分の側に来訪者を引き込
むようなリンクを生成することが可能になる．この機能
を利用して，引用関係を伝うことで議論の流れを時系列
的に追うことが可能になる．
　これまでの Webは順リンクのみで構成されているため
に，ページ間のリンクを移動するだけでは特定のサイト
に到達できないという蝶ネクタイ構造が形成されるとい
われている 15）．すべてのページへ到達可能にするには，
多くのページおよびリンク情報を格納したアーカイブや
検索エンジンが必要となる．Weblogでは TrackBackの導入
によって，双方向リンクが容易に実現できる．このため
複数のサイト間を行き来しながら渡り歩くようなブラウ
ジングや，自分に関連する情報を集めるための小規模な
クローリングといった新しい利用法が可能になると思わ
れる．
　他にも，Weblogツールには XMLを用いたメッセージ
の送受信で簡易的な Webサービスを実現する XML-RPC

や，標準的な文字コードに UTF-8を採用するなど，Web

における先進的な規格や技術が盛り込まれている．これ
らは商用サイトにも波及し始めており，今後の Webはこ
ういった新しい技術を下敷きに発展していくものと思わ
れる．

メタデータとアグリゲーション

　いくつかの規格は，Weblogツールに実装されることに
よって普及したといわれている．Weblogは Webコンテン
ツの一種であるが，比較的閉じた世界を形成している．
すなわち，Weblogサイト間では相互の引用や参照が多く
密なコミュニケーションが行われるが，それ以外の Web

サイトへは単にハイパーリンクが張られるだけである．
このため，Weblogの世界では過去の Webコンテンツとの
互換性（過去にさかのぼっての規格のサポートなど）に
こだわることなく，新しい規格を取り入れることが容
易である．代表的な例としては RSS☆ 1がある．RSSは
サイトの概要を XML形式で記述するためのメタデータ
フォーマットである 16）．プレーンな RSSは表現力に乏
しいが，モジュールという形式を用いて他のメタデータ
フォーマットの語彙を利用することで，タイトル，更新
時間などの追加情報が記述できる．
　RSSは現在 0.91, 1.0, 2.0という 3つのバージョンが流通
しており，それぞれを支持する勢力の間で議論が続いて
いる．また，Weblogに適したサイト概要フォーマットと
して新たに Atom（http://www.atomenabled.org/）という規格
が提案されている．日本では RSS 1.0（http://web.resource.

org/rss/1.0/spec）が比較的よく利用されている．以下では
RSS 1.0を取り上げて説明する．RSS 1.0は RDF（Resource 

Description Framework）17）に基づいており，それを XML形
式で記述したものとして表現される．RSS 1.0での記述
例を図 -4に示す．RSS 1.0は RDFの宣言，channel，item

の 3つのブロックからなる．RDFの宣言部分では，この
XMLで使用する語彙の体系であるモジュールの名前空間
の URIを指定する．この例では RDF自体の語彙，RSS 1.0

で規定された語彙とともに，書誌情報のメタデータを定
義している Dublin Core Metadata Initiative（http://dublincore.org/）
の語彙を利用する．channelにはサイト全体の概要が記述
され，itemにはそのサイトに含まれる個々のコンテンツ
あるいはエントリに関する情報が記述される．channelお
よび itemに共通する要素としては RSS 1.0が持っている
titleや link（もとのコンテンツの URI，itemの場合はエン
トリごとに生成されたページの URI），description（サイト
の概要．通常は HTMLタグを除いた本文の先頭の数十バ
イト）と，Dublin Coreによって定められた dc:dateを用い
た更新時間情報や，dc:subjectを用いたユーザ指定のカテ
ゴリ情報などがある．

☆ 1 RSSが何の略称であるかもバージョンによって異なる．RSS 0.91では Rich Site Summary, RSS 1.0では RDF Site Summary, RSS 2.0では Really Simple Syndicationであ
るとされる．
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　また，channelすなわちサイト全体のメタデータとして
は，エントリがどれだけ含まれているのかを示す items

を記述する必要がある．
　RSSを利用することにより，ソフトウェアを用いて複
数のサイトから情報を収集し，一覧することが可能に
なった．これをアグリゲーションと呼ぶ．現在ではいく
つかの RSSアグリゲーションソフトウェア（アグリゲー
タ）が提供されている．ここでは筆者らのプロジェク
トが提供している Windows用 RSSアグリゲータ「glucose」
（http://www.semblog.org/glucose/）を例にとって説明する．
最初に，アグリゲータのユーザは，閲覧したいサイト
が配信している RSSの URIを登録する．アグリゲータは
HTTP通信によってファイルを取得する．アグリゲータ
によって取得された RSSは展開され，3ペインのインタ
フェースによって表示される（図 -5参照）．左ペインは
RSSを配信するサイトのリスト（チャンネル）である．
右上のペインには各コンテンツのタイトル，更新日時，
サイト名等のリストが表示されており，各項目によって
ソートすることが可能である．右下のペインには選択さ
れたコンテンツの内容が表示される．これらのコンテン
ツは一定時間ごとに自動的に再取得される．ブロードバ
ンド環境の普及にともない，アグリゲータによる情報の
閲覧はプッシュ型モデルに近づいているといえる．
　日本では，Web日記の普及と同時に，特定のサイトを
登録し，更新状況をチェックするための「アンテナ」ア
プリケーションが利用されてきた．アンテナは各サイト
に対して HTTP通信を用いてファイルの更新時間を取得

し，リストを並べ替える，動的なリンク集であるといえ
る．アンテナと比較すると，アグリゲータでは規格化さ
れた RSSをデータ交換フォーマットとして用いることに
より，コンテンツのタイトルや作成者，概要といったよ
りリッチなコンテンツを取得・表示することができる．
　RSSに関連するサービスとして，RSS全文検索エンジ
ンが存在する．海外では Feedster（http://www.feedster.com/），
日本では Bulkfeeds（http://www.bulkfeeds.net/）や FeedBack（http://

naoya.dyndns.org/feedback/）がその代表例である．RSS全文
検索エンジンは従来のものと利用法は変わらないが，検
索の対象が RSSのみであり，また検索結果も RSSで提供
される．このサービスを利用して，RSSアグリゲータに
クエリー（の URI）を登録しておくと，キーワードに合
致する最新ニュースやエントリを常にチェックするなど
の使用法が可能になる．
　また，RSSをアーカイブするサービスの中には，引用
回数の多いエントリを推薦する blogdex（http://blogdex.net/）
や，ISBNコードを用いて本の批評を抜き出して表示する
Technorati（http://www.technorati.com/）などがある．現状では
RSSを配信しているサイト数が少ないため，コンテンツ
に偏りがあることは否めないが，今後さらに Weblogサ
イトの数が増加していけば信頼性が高まり，より多様な
サービスが提供されるものと思われる．
　Weblogツールや RSSの普及と前後して，FOAF（http://

www.foaf-project.org/）18）というメタデータフォーマット
も利用されるようになってきた．FOAFは Friend Of A Friend

の略で，友人関係を表現するためのメタデータである．
RSSと同様に，FOAFも 2つのパートから構成されてお
り，最初のパートには本人の名前やメールアドレスな
どが記載される．後半のパートには友人の名前，IDな
どを knowsタグで記述する．FOAFファイルは各人で分散

 図 -5　RSSアグリゲータ「glucose」

 図 -4　RSS 1.0 の記述例
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的に管理される．これらの FOAFデータを横断的に検索
し，友人関係ネットワークを可視化する FOAFnaut（http://

jibbering.com/foaf/）や，情報を集約し，ポータルサイトと
して機能する PLINK（http://beta.plink.org/）などのサービス
が提供されている．現状ではそれ以上の利用法が提案さ
れていないが，今後は後述のソーシャルネットワーキン
グとの関連から，このフォーマットが一般に普及する可
能性は高い． 

セマンティックWebとの関係

　Webにおける情報洪水を克服するために，コンテンツ
に機械可読な意味的タグ（セマンティックタグと称す）
を埋め込み，ソフトウェアエージェントによって適切な
情報の検索や有効活用を目指す，いわゆるセマンティッ
ク Web技術への期待が高まっている 19）．セマンティッ
ク Webを実現する要素技術としては先に述べた RDFやオ
ントロジー記述言語が提案されており，基盤は整いつつ
ある．しかしながら，これらの言語が HTMLと同様に普
及するかは未知数である．コンテンツにセマンティック
タグを付加するためには，その文書のコンテキストを把
握し，それに応じて適切な語彙を選択しなければならな
いために簡単ではない．また，タグを埋め込んだことに
よるメリットを即座に享受することができないといった
問題もある．さらには，既存のコンテンツの作者に新た
なセマンティックタグの付加を要請することは現実的に
不可能であり，人工知能の諸技術や自然言語処理技術に
よる自動付加についても，それらが有効に機能するかど
うかはいまのところ不明である．
　一方で，RSS 1.0の基礎となる RDFは，セマンティッ
ク Webの基本的な要素技術である．RSSを自動生成・配
信する Weblogツールは個人用のセマンティック Webの
ためのプラットフォームになり得ると考えられる．筆
者らの Semblog（Semantic Weblog http://www.semblog.org/）プ
ロジェクト 20）では，Weblogツールおよび補助ツールに
より RSS 1.0を基盤としたメタデータを生成し，セマン
ティック Webの諸技術が適用可能なプラットフォームの
構築を進めている．Weblogツールを用いることで，一般
ユーザにも容易にセマンティックタグを付加できるよう
になることが期待される．また Weblogのコンテンツが
過去の記事の引用を多く含んでいることを利用し，既存
のコンテンツへのタグ付けの問題にも取り組んでいる．
　Semblogプロジェクトでは，セマンティック Webのビ
ジョンを実現するために必要となる情報流通の活性化を

目指している．現在のセマンティック Webの技術開発で
は，コンテンツに対する静的な意味記述の厳密化が重要
なトピックスとなっているが，ここではコンテンツの動
的な側面，すなわちそのコンテンツが誰によって書かれ，
また解釈されるのか，もしくはどのような経路を通って
流通していくのかといった問題を対象としている．
　このプロジェクトでは，Weblogの特性，たとえば
TrackBackを用いてリンクの向きを定義することや，RSS

アグリゲータの高度化によってコンテンツの流通を推し
進めている．その際には，前章で述べた RSSと FOAFを
組み合わせて利用することが重要になる．RSSは任意の
サイトの概要を記述するものであるが，FOAFと結びつ
けることにより，その RSSに記載された情報が誰のもの
であるのかが明確になる．FOAFには友人関係を記述す
ることができるために，「自分に近い友人が記述したコ
ンテンツほど高いスコアを付加する」といった新しい情
報検索手法が実現可能になる 21）．
　多くの Weblogツールでは，TrackBack機能および RSS配
信は個別に実装されており，両者の関連性はあまりな
い．そこで，Semblogプロジェクトでは RSSに他のコン
テンツへのリンク情報や TrackBack情報を記述するための
メタデータモジュールを提案しており，一部のシステム
に採用されている．このような拡張により，あるエント
リに対して TrackBackされた他のエントリの一覧を容易に
取得・表示することが可能になる．
　RSSを利用することのメリットは，上で述べたような
情報流通の基盤がすでに整っていることである．Webに
おける技術開発において，多くの人に好んで利用される
ものを目指すことは必須であると思われる．この点で，
RSSは大いに可能性があると筆者らは考えている．
　逆に，RSSを基盤とすることの問題は，現状の Weblog

ツールによって配信される RSSは情報の種類と量が少な
いことである．これをどのように増やしていくのかが大
きな課題である．

Weblog の今後－Community Web への展望

　ここまで，Weblogやこれを実現するための Weblogツー
ル，またツール独自の機能について述べてきた．今後の
Webは，これらの技術を基礎としてさらに発展していく
ものと思われる．それでは，どのような方向に進んでい
くのだろうか．
　1つは，FOAFの普及を足がかりとして，人間関係をい
かに表現するかといった技術の発展が見込まれる．欧米
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では，近年，「ソーシャルネットワーキング」という概
念のもとに Friendster（http://www.friendster.com/）や LinkedIn

（https://www.linkedin.com/）といった個人のプロファイルの
収集と，それらに基づく人材のマッチングを行うサイト
が急増している．日本でも，Googleの社員による Orkut.

com（図 -6 http://www.orkut.com/）が受け入れられたのを皮
切りに，GREE（http://www.gree.jp/），mixi（http://mixi.jp/）といっ
た類似サービスが登場しつつある．これらは，現状では
単なる集中型の人間関係登録システムとなっているが，
すでに Googleはこれらのパーソナルネットワークを新た
な検索技術に応用することを表明している．これらの
サービス上で得られる情報には限界があるが，個人が持
つ Weblogとのリンク付けが可能になれば，各個人につ
いてさらなる情報を得ることができる．Weblogの効用は，
個人が一定の場所において意見の表明を続けていくこと
で来訪者からの信頼（trust）を得やすいという部分にあ
るといえる．上記のソーシャルネットワーキング技術と
組み合わせることにより，「何を」検索するといった既
存の検索手法から，「誰を」検索するという Know-Who検
索を Web上のオープンな環境で実現することが可能にな
る．現状のソーシャルネットワーキングサービスは，そ
れぞれが独自のデータフォーマットを利用しており汎用
性に乏しいが，今後 FOAFのようなメタデータフォーマッ
トがインフラストラクチャの役割を担い，サービスの統
合や新しいサービスの提案につながると期待される．
　個人を単位として情報を組織化することにより，こ
れまでは単純に HTMLファイルがリンクで結ばれていた
Webの状況から，より情報の粒度が大きくなり，検索性
が高まると思われる．また，オーサリング支援技術の向
上により，個人が明示的に「書いた」コンテンツだけで
はなく，カテゴリ分けなどの「編集」プロセスや，どの
サイトをチェックしているかといった「興味」を Web上
に表明していくことにより，それらを用いた新たな情報
推薦の手法が提案される可能性がある．
　このように，Web上に個人の存在を表明できるような
アーキテクチャを，筆者らは「Community Web」と呼んで
いる．Community Web上での人々のコミュニケーション
やコラボレーションの結果が新たなコンテンツとして表
現され，他の人によって共有・編集される．筆者らは，
このような活動の上に積み上がる「信頼」関係が，セマ
ンティック Webが目指す「信頼の Web」の 1つの実現方
法であると考えている．
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